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電磁式地震波震源を用いたグリータフ層での数日間の地震波形変化のタイムラプス
試験観測
A time lapse test of seismic waveform changes during several days at the green tuff area
in Japan using a seismic vibrat
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CCSや EORやシェールガスなどにおいて地下状態の変化を常時監視するようなタイムラプスモニタリングは大変有用
と考えられる。著者等はアクロス震源を用い、サウジアラビアの揚水状でタイムラプス観測を行っている。
しかし、サウジアラビアのアクロスは長期観測を目指しているため装置の移動は容易では無い。そこでより簡便な移

動式電磁場イブレータを用いタイムラプスの試験を行った。
観測は 2kmx3kmの広さの国内グリータフ地域で夜間の 12時間の観測を 5日間行った。2カ所の坑内地震計と 104カ

所の短周期地震計を用いた。10～50Hzを 100秒間でスイープした。
一時間で 100秒間のデータを 32個スタックし S/Nを向上した。1時間のデーでも 2kmの距離まで明瞭な波形を見る

事ができる。一日 12時間のスタック波形を比較し残差波形を作った。残差波形から微少は波形の変化をみることができ
る。これらから、慎重な震源の取り扱いをすれば移動型の電磁震源でもある程度地下のタイムラプス研究の使う事が出
来るだろう。
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